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	1　初夏、その年の若竹をチップにします。
	2　早く腐らせるために石灰水につけます。
	3　1年以上腐らせた竹を鍋で煮て臼(うす)でつくと竹の繊維が残ります。
	4　その繊維を細かくし、水に溶かします。
	5　竹の繊維と水が溶けた状態を漉きます。
	６　数日間陰干しして、竹紙が完成します。
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